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編 集 後 記

　 国 内 に お け る 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症
（COVID‒19）は，第 5 波を経て昨年末までの 2～3
か月ほどは穏やかとなりましたが，年が明けてから
若年層を中心に急増し，1 月下旬頃より高齢者層，
そして小児へと感染の広がりを見せています．ウイ
ルスの多くはオミクロン株となり，軽症に経過する
ことが多いものの感染の広がりは著しく，「生命的
予後」だけではなく「社会機能の維持」に大きな問
題が現れ，さらに小児での流行拡大は子どもたちの
発育・教育・家庭生活に大きな影響を及ぼしていま
す．主に大人の病気だった COVID‒19 も，子どもた
ちの病気としての視点でも見ていく必要があると思
います．本号では「新型コロナウイルス感染症禍に
おける小児医療状況の変化」（オピニオン）・「公社病
院における新型コロナウイルス感染症重点病院化へ
の経験―小児科での対応について」（経験），そし
て特集の中の「感染症」には COVID‒19 の新たな治
療法についてご寄稿をいただきました．
　本号の特集は「ここまで進歩した生物学的製剤と
分子標的薬」として，解析技術の進展によって分子
レベルでの病態把握が可能になった結果，これまで
はステロイド剤や免疫抑制剤等に頼らざるを得な
かった免疫関連疾患に対する分子標的薬や，続々と
開発導入が進められているモノクローナル抗体薬な
ど，新たな治療法の進歩について触れることができ

ます．対象の多くは希少疾患で，小児になるとさら
に症例数は少なくなりなかなか治験などがまとまり
にくいところがありますが，国際共同治験の在り方
などにも触れられている記述もみられます．なお国
内でも，海外で承認が得られた治療薬について，臨
床的ニーズから早期に検討を加えて承認しようとす
る厚生労働省「医療上の必要性の高い未承認薬・適
応外薬検討会議」なども設置され，学会などからの
要望に基づいて早期ライセンス取得を目指す方策な
どもとられるようになってきています．
　その他には，綜説として「血球テロメア長測定」・

「完全型アンドロゲン不応症」・「小児の鎮静におけ
るカプノグラフィによるモニタリング」（文章の書き
方の面白さにも惹かれました），「海外在留児のてん
かんの現状と課題」（診療），「好中球減少に合併した
肛門周囲膿瘍例」（目で見る小児科）など，小児医療
の知識として興味深い論文を掲載することができま
した．また日本医大小児科学教室からは，栄養・代
謝・内分泌分野に関する外国論文の紹介をいただい
ています．
　COVID‒19 の予防・診療・対策などご多忙のとこ
ろと思いますが，どうぞ本誌 2 月号にも目をお通し
ください
 （岡部　信彦）
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